予算要求資料
平成27年度当初予算　　　支出科目　款：教育費　項：社会教育費　目：社会教育振興費　　　
	事業名　ふるさと教育展示事業費


（この事業に対するご質問・ご意見はこちらにお寄せください）　

　教育委員会　社会教育文化課　家庭・地域教育係　電話番号：058-272-1111（内3575）

　　　　　　　E-mail：c17768@pref.gifu.lg.jp 

１　事業費　　        　　500千円（前年度予算額：   817千円）
＜財源内訳＞　
	区　分
	事業費
	財　　　　源　　　　内　　　　訳

	
	
	国　庫

支出金
	分担金

負担金
	使用料

手数料
	財産収入
	寄附金
	その他
	県　債
	一　般

財　源

	前年度
	817
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	817

	要求額
	500
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	500

	決定額
	
	
	
	
	
	
	
	
	


２　要求内容

（１）要求の趣旨（現状と課題）

  ・県内全ての公立幼稚園、小・中・高等学校、特別支援学校では、毎年１１月１～１４日の「岐阜県ふるさと教育週間」の期間中、それぞれの地域に暮らす人たちとのかかわりを深めながら、身近にある自然・歴史・文化・産業等について学び、未来に受け継いでいく「ふるさと教育」に取り組んでいる。

・県民が郷土に対する誇りと愛情を一層深め、ふるさとの財産を将来に伝える

ため、児童生徒による「ふるさと教育」の取組や、岐阜県を築いた先人・偉

人、自然や歴史に根ざした人々の暮らしなどを展示・紹介。

（２）事業内容
　・日程・場所

１１月１日～１４日（岐阜県ふるさと教育週間）　岐阜県図書館
　　　１１月下旬　飛騨高山まちの博物館（又は東濃地域）
　・展示内容：
　　①「岐阜県ふるさと教育表彰優秀賞」受賞校の取組紹介
　 　 　各学校が進める「ふるさと教育」のうち、前年度に「岐阜県ふるさと教育表彰優秀賞」を受賞した学校の取組をパネル等で紹介。

　　
②岐阜県観光ポスター展示

　　豊かな自然や文化が育んだ全国・世界に誇る岐阜の観光資源をポスター

で紹介し、ふるさとの魅力を再発見する。

（３）県負担・補助率の考え方
　　　「ふるさと岐阜」の財産を将来に伝えるための事業であり、全額県費負担

が適当。

（４）類似事業の有無

　　　無　
　　

３　事業費の積算内訳

	事業内容
	金額
	事業内容の詳細

	旅費
	　　　240
	展示作品収集のための旅費

	需用費
	245
	展示に必要な消耗品費、ポスター・ＰＲチラシ等印刷代

	役務費
	15
	ポスター・チラシ発送費、電話・郵便料

	合計
	500
	


	　決定額の考え方　



４　参考事項

（１）各種計画での位置づけ

　・長期構想　

Ⅴ－５　ふるさとへの誇りと愛情を育てる

　　　・「ふるさと教育」を充実させ、ふるさとのよさを教え、伝える
　・教育ビジョン

　　　２－４　ふるさと教育・環境教育・体験活動の推進
　　　　　　　・「清流の国ぎふ」への誇りと愛着を育む地域に根差したふるさ

と教育の推進
（２）後年度の財政負担
　・今後も引き続き事業を実施する予定であり、後年度も同様に経費が必要。
（３）事業主体及びその妥当性

　・子どもたちの「ふるさと岐阜」の取組を推進し、財産を将来に伝えるための事業であり、県が事業主体となることが適当

事業評価調書
	□  新規要求事業　

	■  継続要求事業


	１　事業の目標と成果


（事業目標）

	・何をいつまでにどのような状態にしたいのか
　郷土に対する誇りと愛着を一層深め、地域の自然や歴史・文化・産業を学び、ふるさとの財産を将来に伝えるため、児童生徒のふるさと教育を推進するとともに、その取組や岐阜県を築いた先人・偉人、自然や歴史に根差した人々の暮らしを紹介します。


（目標の達成度を示す指標と実績）

	指標名
	事業開始前
	指標の推移
	現在値
	目　標
	達成率

	ふるさと教育表彰応募校数
	３２校
（H24）
	（H  ）
	（H  ）
	８８校
（H25）
	１２０校
（H30）
	７３．３％


	
	（H　）
	（H　）
	（H　）
	（H　）
	（H　）
	％



○指標を設定することができない場合の理由
	


（前年度の取組）

	・事業の活動内容（会議の開催、研修の参加人数等）

　・日程・会場

１１月１日～１４日（岐阜県ふるさと教育週間）　岐阜県図書館

　　　１１月２２日～３０日　飛騨高山まちの博物館
　内　容：

（１）岐阜県ふるさと教育表彰受賞校活動紹介
「ふるさと教育」の優れた事例として前年度に「岐阜県ふるさと教育　

　　表彰」を受賞した小学校、中学校、高等学校及び特別支援学校の取組に

　　ついて、児童生徒のコメントや写真入りパネル等により紹介。（２３校）

　（２）郷土のポスター展示

　　　豊かな自然や文化が育んだ、全国・世界に誇る県下各地の観光資源を

紹介。


（前年度の成果）

	・前年度の取組により得られた事業の成果、今後見込まれる成果

　ふるさと教育表彰校への応募校が年々増加するなど、学校等における取組が活発になるとともに、子供たちだけでなく来場者の「ふるさと」に対する意識を高めることにつながっている。


	２　事業の評価と課題


（事業の評価）

	・事業の必要性（社会経済情勢等に沿った事業か、県の関与は妥当か）

○：必要性が高い、△：必要性が低い

	(評価)

○

	少子化が進む中で、将来の明るい岐阜県を築くうえで、岐阜県に愛着を持つ子どもたちを育ることが重要であり、展示事業により子どもたちの学習意欲を高めるものである。

	・事業の有効性（指標等の状況から見て事業の成果はあがっているか）

　○：概ね期待どおり又はそれ以上の効果が得られている、△：まだ期待どおりの成果が得られていない

	（評価）

○
	県民が郷土に対する誇りと愛情を深めることにより、岐阜県の大切な財産を将来に伝えることができる。

	・事業の効率性（事業の実施方法の効率化は図られているか）

　○：効率化は図られている、△：向上の余地がある

	(評価)

○
	子どもたちの取組成果を紹介することは、子どもたちの学習意欲向上につながる。


（今後の課題）

	・事業が直面する課題や改善が必要な事項
より多くの子どもたちがふるさとについて学び、ふるさとに愛着を持つような取組が必要であるとともに、より多くの人に見ていただけるような仕組みが必要。


（次年度の方向性）
	・継続すべき事業か。県民ニーズ、事業の評価、今後の課題を踏まえて、今後どのように取り組むのか

事業の実施成果・課題を踏まえて、より充実した事業を展開。


